
『九重地区学校のあり方を考える会』における「保護者委員」の意見結果  

及び地区保護者等との意見交換状況について  

 

（「九重地区学校のあり方を考える会」について）  

 

 

 

 

 

（協議内容）  

 

 

 

 

 

 

 

 

（協議経過）  

日  付  内  容  

令和 4 年 6 月 25 日  保護者・地区説明会（基本指針説明、地区協議方法に関する意見交換）  

令和 4 年 10 月 14 日  「学校のあり方を考える会」第１回会議  

（組織規約の決定、意見集約化の手法検討）  

令和 4 年 11 月 25 日  「学校のあり方を考える会」第２回会議  

（学校規模に関するメリット・デメリット／論点整理など）  

各保護者委員が“保護者として考える望ましい学校規模について”検討する期間  

令和 5 年 1 月 13 日  「学校のあり方を考える会」第３回会議  

（保護者委員／意見交換～意見集約化）  

令和 5 年 2 月 1 日  保護者説明会（案内通知発送／（現）小学校・未就学児保護者）  

令和 5 年 2 月 15 日  保護者説明会（ＰＴＡ役員会へ周知依頼）  

令和 5 年 3 月 3 日  保護者説明会（～令和５年３月３１日まで意見聴取期間）  

令和 5 年 4 月 28 日  「学校のあり方を考える会」第４回会議  

（意見聴取結果を含め、保護者委員の意見決定）  

令和 5 年 5 月 8 日  保護者通知（保護者委員の決定意見を小学校・未就学児保護者に周知）  

令和 5 年 6 月 4 日  九重地区（区長会）にて保護者意見の説明  

令和 5 年 6 月 10 日  九重地区（地区住民への回覧／保護者委員の決定意見）  

 

 

□  保護者として考える望ましい学校規模について  

✓  複式学級の学校規模でも良いので、地域に学校を残して欲しい。  

✓  １学年単学級での教育環境を望む。  

［市が示す最低限の学校規模（１学年 15 人，小学校全体 90 人）以上］  

✓  クラス替えが可能となる学校規模での教育環境を望む。  

■  委員  ９名（小学校保護者３名・未就学児保護者３名・地区代表３名）  

■  検討過程  令和４年１０月～令和５年４月  



（協議結果／保護者委員意見）  

結  論  

クラス替えが可能となる学校規模での学校再編を望む  

※  ただし、子供の友人関係の把握やＰＴＡ活動などを通じて学校との一定の関わり合いを持つた

め、大規模校（１学年４学級以上）ではなく、国が示す標準的な学校規模（１学年２～３学級）

での再編を望む。  

理  由  

●  地域に学校を残してもらいたい気持ちがあるが、それ以上に、少人数での学校生活（複式学級で

の教育、多くの友人同士で様々な経験をさせること・学年での男女比の偏り）に対するデメリッ

トが多く、子供のことを考えると学校再編を行った方が良いと考える。  

●  １学年 15 人以上の学校規模に再編しても、少子化が進めば再度同じ議論をしなければならない。

このように機会を設け議論をしているため、今回を良い機会と捉え、より最善（ベター）な方策

を結論とし、子供達の学校環境を再び大きく変えるような事態を避けるべき。  

 ※  近い将来で２回の学校再編は避けるべき。  

各委員の意見（学校再編によりクラス替えを望む意見）  

○  いずれ中学校で一緒となるのであれば、小学校のうちから交友関係を広げておくべき。  

【多数意見】  

○  子供には子供社会の人間関係を学んで欲しい。世の中には色々な人がいること、子供同士でグル

ープを作ることなどを知って欲しい。  

【多数意見】  

○  小規模校のメリットも理解できるが、子供達の可能性を更に引き出すためには、クラス替えが出

来る学校規模の方が良い。【多数意見】  

○  複式学級ではメリットよりもデメリットの方が多く感じ、教育環境が良いとは思えない。  

【多数意見】  

○  複式学級では、教職員の負担（増）を含め、日々の学習効率が悪くなると思う。【多数意見】  

○  九重小を卒業し、現在館山中に進学している自分の子供と話をしたが、「小学校時代では少人数

が当たり前でありその中で少ないながらも楽しく学校生活を送れたが、中学に進学して多くの友

人ができ、受ける刺激も多く、色々な考えを持つ同級生と触れ合えている。今になって思うと、

これら多様な友人関係や刺激を小学校の時から経験したかった」との意見であった。この会に入

る前は、複式学級になったとしても九重小を残したいと思っていたが、小規模校における課題点

を踏まえ子供の意見を聞くと、保護者としてクラス替えが出来る教育環境をこれからの子供達に

提供してあげたいと意見が変わった。  

○  南房総市の保護者（学校再編対象学校）の方とも意見交換したが、子供の交友関係を広げるため

にも、一定の学校規模があって良かったとの意見があった。  

○  クラスの中での順位関係（運動・学力）が決まっており、刺激や競争心を育むためにも一定の規

模が必要だと思う。  

○  あまりに少人数が子供にとって本当に良いことなのか？私自身も子供を九重小に通わせること

に迷いがあったことも事実であり、そのように考える保護者の方々もいると思う。  



各委員の意見（複式学級でも良いので地域に学校を残して欲しい意見）  

○  こども園と小学校が同一敷地内にあり、それぞれの交流もあるなど今が良い環境だと思う。  

○  少人数学校の方が子供の積極性が育つと思う。  

○  中学校では大きな集団で生活するため、逆に小学校時代は少人数規模の学校生活を送らせてあ

げたい。  

○  体力面から小学校は徒歩で通学させたい。  

 

 


